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	ショウジョウバエの卵中には生殖質と呼ばれる特殊な細胞質が局在しており、これを取り込んだ極細胞（始原生殖細胞）のみが生殖細胞に分化する。これまで、生殖質中に局在する未知の母性因子の働きにより、生殖系列特異的な遺伝子発現が活性化され、その結果、始原生殖細胞が生殖細胞へと分化するように運命づけられると考えられてきた。この母性因子の候補として、ovo遺伝子に注目して機能解析を行なってきた。母性Ovoタンパク質は、特定のDNA配列に結合し転写を活性化する転写因子として知られている。この機能を特異的に阻害す...
	b) カイコ生殖系列培養細胞株を用いたvasa遺伝子を活性化する遺伝子ネットワーク
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